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定員 :500名 参加費 :1環料

会場:ベルサ“ル秋葉原2F

口時:2014年 6月 10日 (火)業新聞
ム 2014

成長戦略と企業
オリックス 会長・グ,レープCEO

暉―トナーズ

宮内 義彦 氏

近年、企業経営者の高齢化が進み、また少子化などの影響

怠 後継者不在による事業承継問題は、経営者にとってます

ます深刻化していま現 また、著しく日々 変化する経済・経営

環境や時代による価値観の違いなどから、事業承継の流れ

”
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不しるo 日又イ予クト虫
~の
1史用日匹JIこ市り1瑕ス,｀肩支|プ リ

れていないことも特徴だ。政府は新制度に

より違法両替を撲滅したい考えだが、利用

者からは取引成立基準など運用への不満も

出ている。 (WWW.jetro.go.jp/biZnews/536

c74b996640)

wwwibushesswire.com/

▼米シーゲー ト・ テクノロジー、韓国サムス

ンブラン ドの大容量ハー ドディスク駆動装

置 (HDD)の 出荷開始。近 くの携帯端末
に無線で接続 し音楽や動画を配信 (Samsu
nghdd.seagate.com)

▼中国通信機器大手の中興通訊 (ZTE)、
低価格の新型スマー トフォン「 Blade
L2」 を欧州で発売 (WWW.Zte.com.cn)

▼米ウォルマー ト・ ス トアーズ、米国で太陽

光発電設備を搭載した店舗と流通センター

の数を2020年までに13年度比で倍増へ (C0
rporate.walmart.com)

▼米医薬品開発バイオタイム子会社のライフ

マップ 。サイエンス、マウン トサイナイ医

科大学と協力 して携帯情報端末を使った健

康管理システムを開発するベンチャー企業

を設立 (www.hfemap―solutions.com)

▼米玩具大手のレガシーゲームズ、米クレヨ

ンメーカーのクレヨラと組んだスマー トフ

ォン (スマホ)向けアプ リを配信 (WWW,1
egacygames.com)

▼英海運会社キュナー ド。ライン、世界最大

の豪華客船「クイーン・ メリー 2号Jの就
航10周年を記念 した編隊写真を撮影 (WW
w.cunard.com)

▼個人向け 3次元 (3D)プ リンター大手の
米メイカーボッ ト、恐竜の骨格の 3Dデー
タを発売 (WWW.makerbot.com)
▼米ホテルチェーン大手のスターウッド・ ホ

テルズ 。アン ド。リゾーツ 。ワール ドワイ

ド、ルワングの首都キガリで2018年にシェ

ラ トンホテルを開業。今後 5年でアフリカ
に15カ 所以上ホテルを開設する計画 (WW
w,starwoodhotels.com)
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■ ■2012年末にイ ン ド最難関大
学、国立イン ドエ科大の新卒学

生に対 し、韓国サムスングルー

プや米グーグルが年俸 1300万円

超を提示 したことが現地で大き

な話題となりました。経済成長

著 しいイン ドでは IT(情 報技
術)系や製造業を中心に人材獲
得競3が激化。英語が話せて I
Tや数学に強い人材の獲得と流
出防止は今や重要なビジネス課

題の 1つです。

人材確保では一般に給与の高い欧

米企業が優勢です。日系企業の場合、

大手は知名度の高さから一定の人気

がありますが、知名度も給与も高く

ない中小企業では優秀な人材の確保
と維持に苦しんでいます。しかし、

中にはインド人の気質を考慮した工

夫により、人材が以前より定着する

ようになった企業もあります。

自動車部品メーカーA社では「上
昇志向・成長志向が極めて強いJイ

ン ド人には「昇進」が働 くことへの

大きな動機づけとなることに着目ρ
日本では 5階級程度の職位を20階級
ほどに分解 しました。その分、昇進

による給与の増加幅はノ↓ヽ刻みになり

ましたが、昇進の機会が大きく増え

たことで従業員の士気が高まり、離

職率は大きく下が りました。

電子部品メーカー B社では「家族
を大事にする組織を好む」ことを考

慮し、月 1回従業員の家族も呼べる
食事会や運動会などのイベントを休

日に開催。休日を共に過ごすうち、

日本人とインド人従業員との間で家

族ぐるみの付き合いが生まれるよう

になり、従業員満足度調査の結果も

実施前より改善されています。

インド人は「議論好き」で仲よく

なり過ぎると話が長 くなりがちで

す。適度な距離感を保ちましょう。

Lコ亡 インド、特徴考慮し人材確保
日本総合研究所総合研究部門研究員 大 森 充 氏

イ ン ド人の特徴

①上昇志向、成長志向が極めて強 い
納得できる評価、明確なキ ャリア
パ 不 (特に経営幹部に昇格する道 )
の提示によ り、モチベ ーシ ョンが
向上する
②褒め られる ことが好 き
教育 レベルやカ ース トに関係な
く、個人を尊重する組織を好む
③意思決定に関与 したがる
議論好きなイ ン ド人材は組織の一
員 として意思決定 に積極的に関与
したが る
④家族を大事 にする組織を好む
家族優先主義のイ ン ドでは、従業
員の家族に配慮 した上長の気遣い
によ り帰属意識が向上する
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